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研究成果の概要（和文）：デビュー作『楽園のこちら側』の「すべての神は死に、すべての戦争は戦われ、そし
て人間への信頼はすべて揺らいでいる（中略）心に神はいなかった」という「失われた世代のマニフェスト」は
「罪の赦し」（1924）というカトリック教会からの離脱物語まで続く。しかし、翌年の代表作『グレート・ギャ
ツビー』（1925）で私がモダンな信仰と呼ぶような近代的信仰が成立する。モダンな信仰とは、近代的の啓蒙思
想の流れにあり、アメリカのポジティヴな思想などとも通底する世界と自己に関する楽観的信仰であり、現在も
よりどころとされる人権思想とも深く関わっている。しかし、その信仰も次作『夜はやさし』（1934）では失わ
れてしまう。

研究成果の概要（英文）：  In 1920, at the end of his first novel This Side of Paradise, F. Scott 
Fitzgerald wrote, “all Gods dead, all wars fought, all faiths in man shaken (…) There was no God 
in his heart.” This Lost Generation manifesto lingers until his 1924 short story “Absolution,” a 
story about departure form Catholicism. However, in The Great Gatsby, written the following year, I 
found that the writer established what I call “modern belief”, an optimistic dedication to self, 
life and the world, which might have derived from modern enlightened thought and sentiment. This “
modern belief”, however, disappears under the powers and influences of mass consumption and 
affluent milieu, in his next novel, Tender is the Night (1934).  
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
Ｆ・スコット・フィッツジェラルドと言えば、ジャズ・エイジの寵児などと呼ばれ1920年代から続く大衆消費社
会を代表する作家と一般には思われているであろう。しかし、彼はカトリックの家庭で育ち、作品にはカトリシ
ズムの棄教ならびにキリスト教の近代化ならびに世俗化が刻印されている。「失われた世代」の代表作である最
初の長編小説『楽園のこちら側』（1920）から始めたフィッツジェラルドは、代表作『グレート・ギャツビー』
ではモダンな信仰とでも呼ぶべきものが確立されるが、やがてそれも失われ完全に世俗化し喪失されてしまう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 Ｆ・スコット・フィッツジェラルド(1896-1940)は、自らが名付けた「ジャズ・エイジ」

の作家、あるいは、ヘミングウェイに最初は使われた「ロスト・ジェネレーション」の作家

として知られる。この二つの呼称は、フィッツジェラルド作品を読み解くための今まで見過

ごされがちであったキーを示している。「ロスト・ジェネレーション」は宗教および啓蒙主

義を中心とするイデオロギーとその弱体化を、「ジャズ・エイジ」は（ジャズという音楽や

それが指し示すエスニシティ以上に）現代社会の端緒となった大衆消費社会を指し示して

いる。 

知名度のわりには、日本において、フィッツジェラルドは、研究とりわけ研究書がかなり少

ない作家である。またその研究は、代表作『グレート・ギャツビー』（The Great Gatsby, 

1925）に偏向している。この『グレート・ギャツビー』は、フィッツジェラルドが亡くなっ

た 1940 年には忘れ去られた小説であったが、その後再評価されアメリカ文学を代表するキ

ャノンとなった。その再評価に最も大きな役割を果たした批評は、主にライオネル・トリリ

ングの 1950 年刊行の『リベラルな想像力』（Liberal Imagination）がもたらしたアメリカ

ン・ドリーム解釈である。「アメリカン・ドリーム」という言葉は、1925 年刊行の『グレー

ト・ギャツビー』の 6 年後の 1931 年に市井の歴史家ジェイムズ・トラスロウ・アダムズ

（1878‒1949）が刊行した『アメリカの歴史』（The Epic of America）においてアメリカ独

立宣言の人権（自然権）の部分と同様な意味で初めて使われた言葉である。すなわち、啓蒙

主義的およびプログレッシヴィズム的な伝統に連なるイデオロギーである。その啓蒙主義

的イデオロギーである「アメリカン・ドリーム」を、その言葉が初めて使われた 1931 年よ

り前の 1925 年の『グレート・ギャツビー』に適用したのが、アメリカン・ドリーム解釈で

ある。その解釈によれば、主人公ギャツビーは、その出自（社会階層、人種・民族）のハン

ディを乗り越え社会的上昇という結果を収めたので、アメリカというネイションにとって

意義深い「アメリカン・ドリーム」の象徴であり体現である。この解釈は今も主流である。 

 しかし、応募者は、20 世紀アメリカ文学のなかで最高傑作という評価まであるこの作品

『グレート・ギャツビー』にはさらに意義があるのではと模索した。たどりついたのは、宗

教とその世俗化というテーマである。Ｆ・スコット・フィッツジェラルドの作品は、その代

表作の『グレート・ギャツビー』のアメリカン・ドリーム（アメリカニズム）、ナショナリ

ズム的解釈に引きずられて、他のイデオロギー的側面が軽視されている。フィッツジェラル

ドの宗教・世俗化に関して最新かつ最重要な世界的研究は、Tracy Fessenden の文化史的研

究 Culture and Redemption (2007)ならびに Paul Giles のカトリック的研究 American 

Catholic Arts and Fictions (1992)である。簡潔に述べれば、文化史家 Fessenden は、作者

フィッツジェラルド自身を「カトリック・セキュラー」、すなわち、カトリック教会から離

れたもののカトリック的マインドセットと完全に縁が切れない者と結論付けた。また、Giles

の研究は、カトリック的要素をフィッツジェラルドの作品のなかに見出している。しかし、

ともに世界的な学者の研究だが、両書は、以下の３点によって乗り越えられるべきと考える。

第１点は、個々の作品を精緻に読解すること。特に Fessenden の研究は文化史的研究なの

でやむをえない面があるが、作品の読解が精緻さをいささか欠いている。第２点は、すべて

の長編を論じること。両者ともにフィッツジェラルドに本の１章が割かれているのみなの



でやむをえない面もあるが、『グレート・ギャツビー』を中心として短編小説を含めて４作

品程度を論じているのみであり、近代化・世俗化の推移が明らかにできていない。第３にカ

トリシズムの枠内に拘泥しないこと。フィッツジェラルドがアイリッシュ系カトリックの

出なのでやむをえない面があるが、カトリックを逸脱し「ポストモダンな宗教」（Hangerford）

やスピリチュアリズムやポストモダニズムへと逸脱する点も見逃してはいけないだろう。

応募者は、先行研究を受け継ぎながらもまず『グレート・ギャツビー』の読解を刷新しよう

と試みた。その試みは、『グレート・ギャツビー』に、ニーチェならびに（フィッツジェラ

ルドが最も大きな影響を受けた）メンケン（とりわけ、The Philosophy of Friedrich 

Nietzsche,1908)の影響を読み取り、『グレート・ギャツビー』では少なくとも当時のカトリ

シズムとは異なるモダンで(再)魔術化的な信仰あるいはギャツビズムとでも呼ぶべき宗教

的マインドセットが確立されると結論付け、昨年国内外の学会で発表し、現在は国際ジャー

ナルに英語論文を投稿中である。 

さて、フィッツジェラルドの作品全体を通奏低音のように貫くのは、「アメリカン・ドリー

ム」というイデオロギーではなく、それを包含する近代化、とりわけ宗教を中心とするイデ

オロギーとその世俗化と弱体化さらには喪失である。特に、フィッツジェラルドの長編デビ

ュー作『楽園のこちら側』（This Side of Paradise, 1920）から『グレート・ギャツビー』に

至る作品において、アメリカン・ドリーム以上に、宗教および世俗化は重要なイデオロギー

要素である。「アメリカン・ドリーム」は、ほぼ『グレート・ギャツビー』にのみ顕現した

イデオロギーの一つに過ぎない。『グレート・ギャツビー』の次の『夜はやさし』では、主

人公が、理念や理想を失い、男性性を失い、自然主義的に富やアルコールに支配され、イデ

オロギーあるいは超越概念が力を失い、ポストモダニズムが支配し、Richard Godden や高

野泰志が解明したように、自然主義の環境や遺伝に代わって大衆諸費社会の欲望のネット

ワークに主人公が絡み取られる様が描かれている。最後の未完の作品『ラスト・タイクーン』

では宗教なしでギャツビーは可能かを問うた作品と言える。応募者は、全作品は不可能にし

ても、全５長編を貫く近代化(世俗化と大衆消費社会が中心となる)を論じる意義と必要性を

見出し応募する次第である。これが着想の経緯である。 

 

２．研究の目的 

Ｆ・スコット・フィッツジェラルド研究は、『グレート・ギャツビー』および『夜はやさし』に

偏向した評価がなされ、特に前者の階層、人種・民族というアイデンティティ・ポリティクスと

絡み合ったナショナリズム＝アメリカニズム（アメリカン・ドリーム）的な側面が強調されがち

である。しかし、フィッツジェラルドは、近代化、とりわけ宗教を中心とするイデオロギーとそ

の世俗化・弱体化という問題に関して重要な位置にある。全作品を通奏低音のように貫くこの観

点からの研究が、フィッツジェラルドのより明確な全体像を得るには必須である。近代化の他の

諸相（資本主義・大衆消費社会、階級・ジェンダー・セクシュアリティ、都市化）との関係をも

考察することによって、日本では研究が十分に行われてこなかった作家フィッツジェラルドの

長編小説の研究を飛躍的に進捗させることが研究目的である。 

 

３．研究の方法 

 

本研究の目的は、Ｆ・スコット・フィッツジェラルドの長編小説全５編の近代化、とりわけ宗教

を中心とするイデオロギーの弱体化と大衆消費社会というテーマを研究することである。日本



においてフィッツジェラルドの知名度は高いが、本格的な研究書がない理由の一つには、文章が

長く難しい語彙を用い抽象的な内容が多いテクストの英語の難しさがあげられるだろう。本研

究は、関連する短編小説とエッセイや手紙、近代化・世俗化・大衆消費社会文献などとともに、

全５長編のうち、すでに研究を進めた中心的１長編を除く４長編を１年に１長編ずつ計 4 年を

かけて分析していく。その分析の際には、Mizener、Miller、Bruccoli、Berman といった定番

の研究書から最新の研究書さらには F. Scott Fitzgerald Review などの国際ジャーナルに掲載さ

れた最新の論文、および同時代の関連図書やイデオロギー関係なども分析に用いる。 

 

４．研究成果 

Ｆ・スコット・フィッツジェラルドと言えば、ジャズ・エイジの寵児などと呼ばれ 1920 年

代から続く大衆消費社会を代表する作家と一般には思われているであろう。しかし、彼はカ

トリックの家庭で育ち、作品にはカトリシズムの棄教ならびにキリスト教の近代化ならび

に世俗化が刻印されている。 

 最初の長編小説『楽園のこちら側』（1920）のエンディングでは、「すべての神は死に、す

べての戦争は戦われ、そして人間への信頼はすべて揺らいでいる（中略）心に神はいなかっ

た」という主人公エイモリーの心情が描かれる。この「失われた世代」のマニフェスト的な

心情は、次の小説、『美しく呪われた人たち』（1922）でも続く。 

 重要な位置にあるのは、『グレート・ギャツビー』（1925）から省かれた「罪の赦し」（1924）

であろう。この小説は、消費文化を背景にカトリック教会からの離脱を描く。カトリック教

会から離脱するのは、主人公の少年だけではなく神父もである。 

 しかし、このいわばカトリック信仰からの離脱物語の翌年の代表作『グレート・ギャツビ

ー』（1925）では、不思議なことに主人公ギャツビーは何らかの信仰を持っていることを解

明した。この信仰を私は、モダンな信仰と呼ぶ。モダンな信仰とは、言わば、近代的の啓蒙

思想の流れにあり、アメリカのポジティヴな思想などとも通底する世界と自己に関する楽

観的信仰であり、現在もよりどころとされる人権思想とも深く関わっている。しかし、その

信仰も次作『夜はやさし』（1934）では失われてしまう。 
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